
十
分
な
予
告
期
間
が
と
れ
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
反
省
点
も
あ
っ
た
が
、
県
史
の
編
さ
ん
で
御
多
忙
中
の
岩
崎
鐵
志
先
生

が
東
京
か
ら
矢
部
一
郎
先
生
を
御
勧
誘
下
さ
っ
た
上
に
、
案
内
役
か
ら
解
説

役
ま
で
も
引
受
け
て
下
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
密
度
の
高
い

盛
り
上
っ
た
会
を
催
す
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、
こ
の
回
を
以
っ
て
三
巡
目
に
入
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
静
岡
県
医

史
学
懇
話
会
が
順
調
な
活
動
を
続
け
て
来
ら
れ
た
の
は
、
土
屋
重
朗
会
長
の

実
績
が
認
め
ら
れ
て
、
県
医
師
会
の
正
式
な
分
科
会
と
し
て
発
足
し
て
助
成

金
ま
で
頂
い
て
い
る
こ
と
に
負
う
も
の
で
あ
る
。

（
支
部
長
）
北
陸
医
史
学
同
好
会
々
長
加
藤
豊
明

（
連
絡
場
所
）
一
瓦
ろ
福
井
市
大
願
寺
三
’
四
’
一
○
福
井
県
医
師
会
館
内

北
陸
医
史
学
同
好
会
電
話
（
○
七
七
六
）
二
四
’
○
三
八
七

但
し
、
会
長
宅
は
左
記
の
通
り
で
す
。

〒
空
一
石
川
県
金
沢
市
野
町
四
’
一
’
二
○
加
藤
豊
明

電
話
（
○
七
六
二
）
四
一
’
二
四
○
八

（
入
会
方
法
）
当
会
の
名
称
は
北
陸
医
史
学
同
好
会
と
称
し
、
北
陸
に
お
け

る
医
史
学
を
愛
好
す
る
者
が
相
互
に
連
携
を
計
り
、
お
互
に
研
讃
を
重
ね
る

こ
と
に
よ
り
、
医
史
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
当
会
の
こ
の
目
的
に
賛
同
し
、
医
史
学
に
関
心
を
有
す
る
人

は
会
員
と
し
て
歓
迎
し
ま
す
。
会
費
は
年
額
、
各
自
金
四
千
円
で
す
。

現
在
の
会
員
数
は
、
福
井
県
二
十
八
名
、
石
川
県
三
十
七
名
、
富
山
県
二

十
名
、
そ
の
他
六
名
、
計
九
十
一
名
で
す
。

（
機
関
誌
）
前
記
の
当
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
毎
年
北
陸
三
県
を
持

廻
り
で
講
演
会
や
研
究
発
表
会
を
開
催
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
集
録
し
て
機

関
誌
『
北
陸
医
史
』
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

（
今
年
度
事
業
報
告
）
当
会
の
役
員
は
会
長
一
名
と
北
陸
三
県
か
ら
夫
炎
選

出
さ
れ
た
幹
事
若
干
名
（
現
在
は
三
県
か
ら
各
県
夫
々
二
名
宛
の
幹
事
が
選

出
さ
れ
計
六
名
）
で
す
。
こ
の
幹
事
会
の
決
議
に
よ
り
ま
し
て
、
今
年
度
は

ｊ
Ｉ
Ｉ
ｊ

－
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報
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富
山
県
が
当
番
で
、
去
る
昭
和
六
十
二
年
七
月
十
二
日
（
日
）
午
前
十
時
か

そ
う
が
わ

ら
、
富
山
市
総
曲
輪
四
’
一
八
、
富
山
県
民
会
館
七
○
四
号
室
で
、
第
九
回

北
陸
医
史
学
同
好
会
総
会
並
び
に
研
究
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

一
般
の
演
題
は
十
題
で
、
演
者
は
延
十
四
名
で
し
た
。
特
別
講
演
と
し

て
、
富
山
医
科
薬
科
大
学
参
与
中
井
精
一
氏
の
「
献
体
運
動
あ
れ
こ
れ
」
と

題
さ
れ
た
講
演
が
あ
り
、
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
長
の
長
門
谷
洋
治
先
生

が
「
本
邦
女
医
第
二
号
生
沢
く
の
に
つ
い
て
」
と
題
し
ご
講
演
く
だ
さ
い
ま

し
た
。ま
た
当
日
の
第
九
回
総
会
で
は
、
前
年
度
の
事
業
報
告
や
会
計
報
告
な
ど

を
行
い
、
来
年
度
は
福
井
県
が
当
番
で
総
会
や
研
究
発
表
会
の
準
備
を
す
る

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
の
前
身
、
杏
林
温
故
会
が
億
川
摂
三
・
中
野
操
．

大
矢
全
節
の
三
氏
の
首
唱
に
よ
っ
て
発
足
し
た
の
は
昭
和
十
三
年
一
月
の
こ

と
で
あ
る
。
従
っ
て
本
昭
和
六
十
三
年
は
、
当
支
部
の
五
十
周
年
に
あ
た

る
。
戦
前
、
戦
後
を
通
じ
て
終
始
会
の
運
営
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
、
関
西
支

部
長
の
位
置
に
あ
っ
た
中
野
操
先
生
は
昭
和
六
十
一
年
三
月
二
十
一
日
、
八

十
八
歳
で
逝
去
さ
れ
た
。
当
支
部
と
し
て
は
当
分
支
部
長
の
席
は
空
席
の
ま

ま
に
し
て
お
き
、
先
生
の
晩
年
に
設
け
ら
れ
た
事
務
局
に
よ
り
、
対
処
し
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

当
支
部
は
む
ろ
ん
関
西
地
方
の
会
員
を
主
に
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本

医
史
学
会
の
関
西
在
住
の
会
員
す
べ
て
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
逆
に
関
西
以
外
か
ら
入
会
さ
れ
て
い
る
会
員
も
多
い
。
こ
れ
は
本
会
成

立
の
歴
史
的
経
過
、
中
野
先
生
の
お
人
柄
に
よ
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。

ま
た
春
秋
の
大
会
は
京
都
医
学
史
研
究
会
・
医
学
史
研
究
会
（
大
阪
）
と
共

催
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
会
と
の
交
流
は
密
で
あ
る
。

ま
た
医
学
切
手
友
の
会
関
西
支
部
に
も
当
支
部
の
会
員
が
多
数
お
ら
れ
、
関

西
に
お
け
る
医
史
学
は
中
野
先
生
の
拓
か
れ
た
土
壌
の
上
を
確
固
た
る
足
ど

り
で
歩
み
続
け
て
い
る
。

本
年
の
春
季
大
会
は
中
山
沃
会
長
の
も
と
、
津
山
洋
学
資
料
館
の
協
力
を

得
て
岡
山
県
津
山
市
で
開
催
さ
れ
る
。
当
支
部
会
員
外
の
か
た
の
ご
参
加
も

歓
迎
す
る
。

（
連
絡
場
所
）
〒
冤
一
堺
市
新
金
岡
町
三
’
一
’
一
二
’
三
○
八
長
門
谷

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
近
況
報
告

（95）529


